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日本のクラシック音楽界の危機とオルガン音楽
および自作自演について

酒 井 多賀志

登場人物

A オルガン音楽愛好家
B オルガンを勉強している学生
C 一般音楽愛好家
S 酒井多賀志

第一場 日本のクラシック音楽界の危機と
オルガン音楽

B 日本の各地に,特に最近では音楽ホール
に立派なオルガンが入りはじめましたね。

A でもオルガン音楽は教会の雰囲気の中で
聞く方が自然で,ホ ールでは味気ない気がす
るなあ。

C でも僕はクリスチャンではないから,教
会にはちょっと入 りにくいし,コ ンサー ト

ホールでオルガンが聞けるようになってホッ

としているんだ。

S 僕はどっちでやってもいいけど,可能性
が拡がった分だけ良い事だと思う。

C しかしコンサートホールにオルガンが入
った事によって,オルガン音楽は宗教と切 り
はなされて独自の道を歩みはじめるのではな

いかなあ。

S もちろんそうだろう。オルガン音楽は ,
教会での儀式の中で使われる要素が強かった

から, コンサートホールで「純音楽」として

聞かれた場説 観賞に耐えられる作品は, ぐ

っと少なくなってしまうかもしれない。

3 大変な事だ。
C でもそれではオルガン音楽の可能性は惨
めじゃないですか。

S いや,こ の状況ではむしろ新しい作品が
求められているという開かれた可能性がある

んだ。その分だけ幸せだと思う。もっとも過

去のヨーロッパの遺産にこだわるかぎりは,

確かに惨めだ。しかし惨めなのは何もオルガ

ン音楽に限った事じゃない。今や日本におい

ては, クラシック音楽全体が衰退現象にある

んだ。その中ではオルガン音楽は,む しろ新
興勢力であり,「 日出ずる処の天子」なのだ,

少くとも社会現象の上では。だからこの熱気

があるうちにオルガン音楽が日本で発展出来

る方法を考えなくてはいけないんだ。

C どうしてクラシック音楽が衰退してきた
んだろう。

S 二つ考えられると思うんだ。一つはクラ
シック音楽といわれるものは,主に19世紀
ヨーロッパの中頃を中心として前後100年 ぐ

らいにうまれた作品だが,それはヨーロッパ

音楽の長い発展の歴史の中で最終段階に位置

している。そこではすべてが煮つまってしま

っているんだ。そうした音楽が今日まで日本

で生きのびられた事がすでに奇跡なんじゃな

いかと思う。ヨーロッパでは,今世紀の初め

頃からその限界が言われはじめていたんだ。

もう一つは,日 本においては明治以来1970

年代中ばに至るまで,音楽に限らずすべての

発想の原点を欧米に求めて模倣 してきたけど

70年代後半から,独 自の発想を自ら展開しな

ければならなくなった。音楽だって例外じ、,
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ないんだよ。

B でも先生,皆一般には音大を卒業したら
すぐヨーロッパヘ留学するケースが多いでは

ないですか。

S そう,音楽界は遅れているんだ。いまだ
にヨーロッパを模倣する体制のままだ。この

ままでは, 日本の音楽界は衰退してゆくだけ

B でも日本の音大を卒業した後,い ったい
何をやればいいんですか。又何を勉強すれば

いいんですか。ヨーロッパヘ行くしかないじ

ゃないですか。

S 君たちを,そんな風に追いつめているの
も今の日本の音楽教育なんだ。そこでは日本

の音楽をどう仲ばすかではなく,ヨ ーロッパ

の音楽をいかにうまく日本人にやらせるかし

か考えていない。いまの音大は全くヨーロッ
パ音楽大使館みたいなもので,君たちはまる
で被植民地の奴隷じゃないか。

B 先生,何 もそこまで言うことはないでし
ょう。

S 皆その事実を見るのが恐いんだよ。だか
ら見ないようにしているだけさ。

君はさっき「日本で何が出来るか,何を勉

強すればいいのか」と言ったが,いろいろあ
るじゃないか。演奏するという事だけをとっ

ても, 日本には今やクラシック音楽に関して

は,あ りあまるほどの情報と資料がある。そ
れらを駆使すれば技術的にも表現的にも解決

の手がか りは充分得られるはずだ。ここまで

は,僕 も君も皆一緒だ。ところが僕は自分が

今いる所で, 自分の演奏様式をもって表現し

ようとしているのに,音大のベースにはまっ
ている君たちはヨーロッパ人のようにやろう

としている。その発想の違いが問題なんだ。

B 一般的にはそうかもしれないけど,僕だ
って何もヨーロッパ人のようにやろうとして

いるのではありません。ただ,一度ヨーロッ
パヘ行って本場の空気にふれた上で, 自分の

様式をつくろうと思っています。

S なるほど, しかし君が留学から帰ったあ
ともそんなニュートラルな意見が言えるかど

うかが不安だけれども, とりあえずはそれで

良いとして。僕はすでに自分の演奏様式を70

・年代の初めから打ちだして来たんだが,今ま
で面白くない事に何度もぶつかってきた。A
さんやCさ んのように,僕の演奏を僕の様式
として理解してくれている人々もいるけれ

ど,多 くはそうじゃない。たいていの人々は

例えばヴァルヒャやアラン, レオンハル ト等

を愛聴 していて,そのイメージで僕のコン

サートを聞きにくる。コンサートの後の集ま

りでも僕の演奏様式の話題はすぐに終わって

ヨーロッパの演奏家の話題になってしまう。

何か自分がヨーロッパの演奏家の代用品に

されているような気がするんだ。更に言うな

らば,僕が新しい僕自身の様式を打ち出す事
は, 日本の聴衆にとっては,彼らがレコード

で得たイメージをこわす,邪魔なもの,余計
なものと受けとられてしまうんじゃないかと

思えるんだ。

A そうですね。僕は酒井さんと個人的にも
知 りあいだし,酒井さんの考え方も知ってい

るから酒井さんの演奏様式の独自性がみえる

けれども知らない人には酒井さんの独自性が

「異端」のようにみえるかも知れませんね。

C 僕はオルガン音楽のくわしいことは知ら
ないけれど,確かに酒井さんの演奏は他の人
とだいぶ違いますね。オルガン音楽の荘厳さ

というよりは,軽いしなやかなリズムの躍動
を感じます。又宗教臭さや威圧感の無いのも

聞きやすい。

S 僕は確かに宗教臭さや,みせかけの荘厳
さは大嫌いですけど,宗教的感情は持ってい

るつもりですが。

A だれも否定していないじゃないですか。
S ′ヽイ。話をもとにもどしますが,Aさん
Cさ ん,それでは日本の演奏家に何を期待し

ているのですか。

A ウーン, こういう質問は初めてですね。
でもはっきり言って日本の演奏家にヨーロッ

パの作品に対するオリジナリティは期待出来

ないですよ。根がむこうのものなんだから。

ですから,ます第一にヨーロッパの今話題の
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人に目が向いてしまいますね。

C 僕もそれは否定出来ないですね。
B でも国際コンクールなどに入賞 して ,
ヨーロッパ人と肩を並べて対等にやっている

日本人もいるじゃないですか。それに韓国や

中国の人達の活躍も評価されているじゃない

ですか。

C 確かに日本をはじめ東洋の人達の活躍は
めざましいですよ。でも「その人の音楽は」

という興味よりも,「 どこまで本場で通用す

るか」という興味の方が大きい。根がヨーロ

ッパのものであるだけに,東洋人の演奏は ,

どこまでがその人のオリジナリティなのか ,

又どこまでが模倣なのかが,その人の中でア

ンバランスな感じで,何か落ち着いて聞けな

い不安感と後味の悪さが残るんだ。

B でも国際社会になり,文化の交流が盛ん
になった今,東洋が西洋がと言うよりも,一
つの地球という観点から音楽を展開すればい

いんではないですか。

A いや,現実は逆です。交通が盛んになり,
日本に良いホールが出来, しかもこの円高で

外来演奏家がたやすく呼べ, 日本でも本場の

一流の演奏が日常的に聞けるという現在では

わざわざ日本人の演奏するヨーロッパ音楽な

んか聞かなくても良いという感じが残酷かも

しれないけどしてくるんですよ。

C そう,又 B君が言う「地球という観点で
音楽を展開する」という発想は,多 くのクラ

シック愛好家が持っているんだが,その裏に

は「クランック音楽が最も高度に発達した音

楽で, これなら世界制覇が出来る」という騎

りがあるんだ。こうしたアイデアは,国際性

と言うよりは,む しろ偏狭であった19世紀
ヨーロッパの妄想なんだよ。現代は国際社会

であればこそ,今後は,各民族が持つそれぞ

れの音楽を充分に展開しあうことになってゆ

くと思う。だからオリジナリティという事が

重要なので, 日本人の演奏する音楽の中に ,

ヨーロッパ人とは全く別の独自の原点から発

した新しい魅力があるものがあり得るならば

聞いてみたい。酒井さんは,そ ういうものを

めざしているみたいだけど,で も一般にはそ

うした動きはほとんど無いし,音楽界は本当

に遅れていますね。

S おいB君 , ここまでいわれて危機感を持
たないかい。

B 恐ろしいですね。先生はこの危機感をず
っと味わって来たんですか。

S ああ,これが最近一番僕の頭を痛めてい
る問題なんだ。といって僕も聴衆であればA
さんや Cさ んの意見がもっともだと思う。

僕は自分の様式を主張して, ヨーロッパの

作品を演奏して来たが,こ のやり方はヨーロ

ッパに染まっている日本の演奏界の中では斬

新な事だと思っていた。又ヨーロッパの一流

の演奏と,む しろ比べてもらいたいと思うほ

ど自信を持っていた。しかし日本人の解釈す

る演奏という次元を飛びこえて本場の演奏が

日常的に氾濫している現在の状況では,その

意義さえ気付かれなくなってしまっている。

日本の演奏家はヨーロッパの材料の上に自分

のエッセンスをからめただけでは, もはや社

会的に意味ある活動をしているとは言えない

んだ。我々は, 自らのオソジナリティと言え

るほど深く堀 りさげた確固たる基盤を持ち,

自らの音楽を展開しないと,我 々が演奏する

音楽は聴衆に本気で受けとめてはもらえない

んだ。それと前にも話題になったけれど,オ

ルガン音楽は,ほ とんどが儀式の為のものだ。

人間のなまの叫びを表現した作品が極めて少

ない。自作自演を始めたのは,それらの問題

解決の為にも, これが最も具体的な方法だと

思ったからだ。

8 というとそれ以外にも理由があるんです
か。

S もちろん僕自身の問題が大きい。

第二場 自作自演について
B ところで先生,こ の頃ほとんど自作自演
とパッハとフランクしか演奏しないようです

がなぜですか。

S ヨーロッパのオルガン曲は,大 きくわけ
てパッハとフランクに集約されてしまうよう
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に思えるんだ。もちろんそれは極端な言い方

であって,それ以外は価値がないと言うわけ
ではないんだが,今の僕には, この 2人の作
品で充分なんだ。この 2人の作品は,本当に

オルガンという楽器と自然に関わっていて ,

表現の密度が最も濃いように思えるんだ。僕

としては,これ以上やたらレパートリーを拡

げるよりも,こ の両者の表現を深め,エ ネル

ギーを自作自演にとっておきたいのだ。自作

自演は,今の僕の考えや,心の動きを最も強
烈に, しかも具体的に表現出来る手段として

こたえられない程の喜びを感じているんだ。

C 自作自演を始める前は, 自分の表現した
いものをバッハやフランクをは じめとする

ヨーロッパの作品に託していたのですか。

S そう,で も次第に自分が表現したいもの
と,バ ッハやフランクの音楽自体が語ろうと

しているものにズレが出て来て,こ れは私は

私,他人は他人というふうに分けて考えた方
が良いように思えてきたんだ。

B それでは先生が演奏するバッ′ヽやフラン
クは何か冷たくつきはなされたもののように

思えるんですが。演夷者が表現したいものと

作曲されたものとがぶつか りあって演奏が成

りたつのではないですか。

S もちろんそうだ。演奏者が作品と共感出
来る時は思いきり共感していいんだ。だから

我々の人生の中で経験 したあらゆるものを演

奏に加えていっていいのだ,それが表現の為
に役立つ限 り:こおては。 しかし自分の表現し
たいものを他人の作品を使ってする事は本質

的に別だ。それは詐欺だと思う。

B それでは大部分の演奏家は欲求不満にな
ってしまうのではないですか。

S 究極的にはそうだろう。しかし現実には
すべてがそこまでつきつめた所で存在してい

るわけではないから,皆曖昧な境界線の上で

何とかやってはいる。 しかしだからと言って
このままでいいとは言えない。現在,そのし

わよせが, クラシック界全体をおおい始めて

いるように思える。

A どういう意味ですか。

S 今世紀になって作曲家と演奏家が分離し
てしまった。その結果,演奏効果を充分知ら
´
ない作曲家と,作曲家の意図がわからない演

奏家ばかりを産みだしてしまっている。作曲

家は,わけのわからない事にこだわり続け,

演奏家は勝手な主観主義におちいるか,逆に

歴史主義の袋小路にはまりこみ,皆身動きが

とれなくなっているんだ。

C そういえば昔はラフマニノフもパル トー
クもフルトベングラーもカザルスも,皆作曲

家兼演奏家だったなあ。

S ほんのちょっと前までは皆そうだったん
だ。

C どうして両者が分離してしまったんだろ
う。

B 僕は近代合理主義の産物だと思います。
つまり,それぞれの分野を独立させて徹底し

て専門化した方が, より効果的だという考え

方じゃないですか。

A でも音楽は人間の生命と不可分のもので
あるなら,有機的なまとまりが第一条件では

ないのかなあ。そんな機械なたいな発想でう

まくいくはずないよ。

B でも近代人のセンスはアナログなものよ
りもデジタルなものを好むじゃないですか。

C でもデジタルとは言っても表面だけで,
例えば機械でさえも有機的な連動作用はある

んだから,人間のやることは,内的にはやは

り有機的なつながりを求めていると思うが。

8 それはまあ,そ うでしょうね。
S うん,だからクラシック音楽が盛んで,

作曲家と演奏家を分離してもフル回転してい

るときは,連動作用もあり,それなりの効果

もあげていたと思う。でも現在のように,こ

のクラシックという世界が冷えこんでいる時

には,皆バラバラに存在しているだけなんだ

よ。

B なるほど,それで先生は自作自演を始め
たんですか。

S そう,演奏と作曲を一元化することによ
り,音楽は生命をとり戻せるんだ。
B でも僕らはハーモニーは勉強していても
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作曲の勉強はしていませんよ。

S 現在の音大のカリキュラムは演奏家と作
曲家が分離していることを前提とした過去の

体制のままだ。そこでは新しい可能性はみつ

けにくいだろう。皆過去の枠組にとりこまれ

てしまうからだ。僕は,と りあえず僕自身が

弾いてみたいパッセージを思いっきりつなげ

て快感が味わえるような作品を産みだしてみ

ることを試みた。楽譜に書くのは二の次で,

楽譜はアイデアがまとまってからでも遅くは

ないと思ってやってみた。「完全音程」を主

体にした技法を選んだのは, これがあらゆる

民俗にみられる要素であるというオリビエ・

アランの言葉に興味を持ったのと,現代の作

曲理論から自由になるためだ。

B でも,それじゃあ,あ まりにも漠然とし
ていて,作品と言えるほど普遍的な価値ある

ものを産みだせないんではないですか。

S 君の考え方に二つ問題がある。先づ一つ
は冒険を恐れてはいけないんだ。君も僕も長

い間いわゆる名曲と呼ばれるものと数多く接

しており,・ 更に聞くという事も加えれば, ク

ラシックだけでなく本当に星の数はどの音楽

に接しているんだ。その結果,かなりな程度

の審美的なセンスは,無意識のうちに養われ

ているはずなんだ。だから僕等が色々試して

みて少しでも美しい,新鮮だと思うものがあ

れば,それは意味の無いものであるはずは無

く,先づは大成功なのだ。

もう一つは,作品を産みだす時に普遍的で

あるかどうかを先づ考えるというのは不純で

はないか。作品の価値は素晴しいものに出あ

った時の感動の衝撃度と表現内容の深さで決

まるのであって,技術の巧みさや枠組の確か

さではないのだ。君が何か素晴らしいものと

運よく衝撃的に出合った時,普遍的などとい

うものとつきあっていると,その生々しい生

きた感動をとり逃してしまうんだ。普遍化す

るのは,そのずっとあとでもいいと思う。

B でも先生,自作自演をやっていると,特
に先生のやり方では, ワンパターンにおちい

りませんか。

S もちろんおちいるよ。
B ええ―,いいんですか。
S それも冒険のうちさ。もっとも僕がバッ
′ヽとフランクの演奏家でもあるという事で,

いつもこの二人の助けられていると思ってい

るが。近代ヨーロッパの音楽は「変化」を強

調するけれども, 日本の音楽は先づ「幸せな

時」を満足いくまで享受しようとするんだ。

それが充分であればこそ,次に起こる変化が

大きな意味を持ってくるだろう。ヨーロッパ

だって昔はそうだったんだ。過去の大作曲家

達を見てごらん。自分の選んだ形式の可能性

を一生かかって試しているじゃないか。パッ

ヘルベルのコラールフーガ,ア クステフーデ

の 5部分 トッカータ,ス カルラッティのソナ

タ,ヴ ィヴァルディの協奏曲等 ,皆 ワンパター

ンだ。バ ッハのフーガだってフランクの循環

形式だってみんなそうだろう。自分が選んだ

や り方を,一生かかってくり返 し,そ の表現

を試 し,ゆ っくりと深めてゆ くことが,今 日

の名曲といわれるものを支えているんだ。「 ヴ

ィヴァルディという奴は同じ曲を数百曲も書

きやがった」と批判したソ連の作曲家の方を

僕は逆に批判したい感じた。僕は彼の作品に

あまり深教を感じた事がないんだ。

B 先生の意見がすべてだとは思いませんが
面白い考え方ですね。

S そう,皆同じ考え方でいる必要はないよ。
ただ,僕のように発想した人も,めげずに元

気でやってくれと言いたいんだ。

B でも今一つ気になるのはですね。いわゆ
るオルガン音楽に馴れている耳では,先生の

五音音階的な作品がオルガンで鳴る事自体,

奇異な気がしますが。

S なるほど,オルガンを現在勉強中の人と
か,いわゆるオルガン通の人がそう言うのは

良くわかるよ。しかし一般にはパッハはょく

わからなかったけど,僕の作品は面白かった

と言う人も結構増えているんだ。僕自身,こ

の響きに充分憩いを感じているし, 日本の風

景の中では自然に聞こえるんだ。以前山道を

錠の作品をウォークマンで聞きながら歩いた
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時|ま ,実にいい気分だった。反対に,例えば
デュルフレやメシアンのようなフランス風エ

ッセンスの濃い響きゃ, レーガーなどの超重

厚な曲が, 日本の風景の中で鳴る事のほうが

僕にはよっぼど奇異な気がするけど。

C 僕は色々な音楽を聞いているから,酒井
さんの作品も,デ ェルフレも別に奇異とは感
じない。むしろ酒井さんの作品では, 日本的

情感がスムーズに流れているのに心地良さを

感じ,つい寝てしまう事もあります。又五音
音階といえば,「四畳半」的なイメージです

が,酒井さんの作品は,宇宙的な広がりをも
っていて,オルガンだと日本的な情感が,こ
んな大きなスケールで語れるのかと感心する

事があります。でも, こんな情感は,むかし
から日常接しているから特に聞かなくても,

という感じもあります。

S 僕も以前,邦楽を聞いている時にそう思
った事があった。特に聞かなくても,とね。
しかし30才を過ぎて自作自演を始めようと思

った頃から,急に親しみがわいて来たんだ。
まるで日本に留学に来たみたいに新鮮に感じ

られて来たんだ。

C へえ―そんなもんかなあ。僕も二十路を
越えると酒井さんみたいな趣味になるのかな

あ。

B でも先生,デ ュルフルはともかくメシア
ンは色々の国の音楽や,鳥の声を採集したり
していて,それほどフランス的ではないので
はないでしょうか。

.(

S それは表面的な事さ,色 々め国の音楽と
いっても,それらは元来それぞれ独自の方向
と深さを持っているんだ。メシアンがその独

自性を丹念に理解 し,それにそって音楽を完
結させる意志などあるはずはなく,単に異国
の地で集めた材料に,彼の手持ちのエッセン
スを一方的にぶ りかけただけさ。彼はそれを

趣味的なレベルでとりあげたにすぎないんだ

よ。

B でも先生, メシアンのその軽い態度が異
文化に接 した時の「衝撃的な出合いの感動」

を作品としてまとめる事に成功したんではな

いですか。

S ムムムムーやられたね。一面ではその通
りかもしれない。でも彼の作品はそのあとが

身の毛がよだつほど嫌いだ。

B 先生のメシアンに対する嫌悪は異常で
す。

S 僕だって選ぶ権利がある。君だって僕の
作品は嫌いだろう。

B 先生のベースにまきこまれない為に,弟
子も苦労しているのです。

(会員,オルガニスト)
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